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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

宮市消防局は11月27日、消防
訓練施設を甲子園浜に新設
し、運用を開始した。7階建て

マンションや一戸建てを模した建物で消
火・救助訓練ができるほか、がれき現場
や山岳救助に対応した施設等も備える。
同局では、年々多様になる災害現場へ
の対応能力向上のため、複数の部隊が
連携した総合的な消防訓練が行える施
設として、整備を進めていた。同施設は

市民も利用可能で、水蒸気による濃煙
体験や避難ハッチの使い方など、実際の
火災に近い環境で防災訓練ができる。
同局の担当者は、「実践に即した訓練を
実施し、今後の災害対応に活かしていき
たい」と話した。

西

サイバーセキュリティ対策を強化しよう 協力：兵庫県警察

　今年は6月に「G20大阪サミット」、9月からは「ラグビーワール
ドカップ2019」が開催される。
　こうした大規模なイベントは、サイバー攻撃の格好の標的と
なる可能性がある上、IoT（アイオーティ）機器を悪用した大規
模なサイバー攻撃の発生も懸念される。
　パソコンやIoT機器などにセキュリティ対策が適正に施され
ていない場合、重要な情報を盗まれるだけでなく、攻撃の踏み
台にされるなど、サイバー攻撃に荷担してしまうおそれがある。
　攻撃の被害に遭わない、攻撃に荷担しないためにも、サイ
バーセキュリティ対策をしっかり行うことが重要だ。

「サイバー攻撃とは」 
重要インフラの基幹シ
ステムに対する電子
的攻撃「サイバーテ
ロ」や、情報通信技術
を利用したスパイ活動
「サイバーインテリジェ
ンス」のこと。

　市の指定に従ったごみ出しを

プレー缶のごみの出し方は各
市によって異なるが、ほとんど
の市で「使い切ってから出す」

ように指定している。特に、ごみを圧縮する
プレス式のパッカー車で収集している場
合、缶にガスが残っていると圧縮時に車
内で発火する恐れがあり、車両だけでなく
通行人にも危険が及ぶ。実際に、ガスが中
に残った状態でごみ捨て場に廃棄されて
いるケースは少なくなく、全国的にも収集
車の中での火災が毎年発生している。ま
た、不燃ごみに混ぜられたスプレー缶によ
る車両火災も絶えない。そのため、スプレ
ー缶に穴を開けるよう指定している市も多
い。誤ったごみの出し方が重大な事故に
つながるため、各市では、指定に従った処
理方法を呼びかけている。

市によってこんなに違う
スプレー缶とボタン電池の
ごみの出し方

新たに消防訓練施設が誕生
戸市内の13寺からなる「神戸
十三仏霊場会」は、僧侶が同
行する日帰りバスツアーを1月

から始めた。寺の年中行事の時期に合
わせて年5回予定し、毎回2～3寺を訪問、
1年で「十三仏霊場巡り」ができる。ツア
ーでは僧侶がガイド役としてバスに同乗。
車内で仏教を解説するほか、各寺では
住職の法話も聞ける。設立25年の同会
が、地元の文化や歴史的建築を知っても

らいたいと企画した。共催する神戸新聞
旅行社の担当者は、「ツアーでは、一般
公開されていない秘仏のご開帳があると
ころも。お坊さんと一緒に回ることで、仏
教を身近に感じてもらえれば」と話した。

神
僧侶が同行する日帰りバスツアー

戸市は、認知症の高齢者が事
故を起こした際、相手への賠
償金や見舞金を支給する全国

初の事故救済制度を4月から始める。市は
必要財源を約3億円と見積もり、個人市民
税均等割の上乗せでまかなう条例改正
案が昨年12月に可決された。4月より納税
者1人あたり年400円の増税となる。
　制度は認知症と診断された人を対象に、
最高2億円の保険金が支給される賠償責

任保険料を市が負担するほか、認知症の
人が起こした火災や傷害などの事故に遭
った相手には、最高3千万円の見舞金を
支給する。いずれも自動車事故は対象外。
市は、認知症は多くの人がなり得る病気と
して、薄く広く
負担を求める
としている。

神
認知症高齢者が起こした事故に市が保険金 最高2億円

屋市にある国指定の重要文化
財「ヨドコウ迎賓館（旧山邑家
住宅）」が保存修理工事を終

え、2月16日に一般公開を再開する。老朽
箇所の修理のほか、手すりの設置などで
建物を活用しやすくした。同建物は、旧帝
国ホテルの設計で有名な建築家フランク・
ロイド・ライトが手がけた住宅建築で、1924

（大正13）年に灘の酒造家、山邑家別邸と
して竣工。昭和になり株式会社淀川製鋼

所の所有となったのち、1974（昭和49）年
に重要文化財の指定を受けた。リニュー
アルオープンに合わせ、2月16日～5月6日ま
で保存修理工事パネル展を開催する（た
だし、3月1日～4月7日は雛人形展を開催）。

芦
ヨドコウ迎賓館 2年3カ月ぶりにリニューアルオープン

戸市は、12月21日にLINE上で
AIを使った災害情報収集の
実証実験を行った。被災状況

の写真や文章を送信すると、スマホの位
置情報を元にネット上の地図に一覧表示
される仕組みで、被害の大きさや状況が
一目でわかる。人間との会話や文章のやり
とりが可能なAIプログラム「チャットボット」
を活用したもので、同種の実験は全国初。
　チャットボットを事前にLINEの「友だち」
登録しておくと、災害時にボットが市民に
話しかけ、タイムリーな被災情報を収集す
る。虚偽と思われる情報には、信憑性を現
地の被災者に確認し、デマの蔓延を防ぐ。
支援物資の過不足や配布場所など、被
災後の生活支援にも役立てる。
　実験には、市職員約150人が市民役で
参加した。阪神・淡路大震災を経験してい
ない若手職員の研修も兼ね、当時の被害
写真を使って現地から情報を送信した。
参加者は「普段使っているアプリなので、
操作に困ることはなかった。ボットからの問

いかけもあるので迷わない」と使い勝手を
評価した。
　同市危機管理室では、集まった情報が
地図に表示される様子を確認。フィルタリ
ングの精度や利便性について議論した。
鍵本敦室長は、現地の状況がわからず混
乱した24年前の震災を引き合いに、「地図
に被害が可視化されるので非常にわかり
やすい。こうした仕組みを使って一人でも
多くの被災者を救いたい」と話した。
　今回の実験は、防災・減災の強化を目
指す、内閣府の戦略的イノベーション創造
プログラム（SIP）プロジェクトの一環。神戸
市が災害時のIT活用に向けて受け入れ
ている民間人材2名との連携で実現した。
神戸市は今後、実験結果をフィードバック
し、システム実用化に協力していく方針だ。

神

全国初 LINEを使った災害情報収集システム
実証実験を実施

学と化学の国際オリンピックに
おいて、昨夏、甲陽学院高等
学校（西宮市）からそれぞれ1

名ずつメダリストが誕生した。タイで開催
された第12回国際地学オリンピックで見
事に金メダルを獲得したのは、2年生の
大野智洋さん（17才）。38カ国・地域、139
人が参加し、筆記・実技試験などを経て
選考された。一方、第50回国際化学オリ
ンピックでは、3年生の西口大智さん（18
才）が銀メダルを受賞。76カ国・地域から
300名が参加し、スロバキアとチェコの2
カ国で約10日間に渡り開催された。
　二人とも小学生の頃からそれぞれの
分野に興味を持ち始め、大野さんは「勉
強をしてきたというより、好きなことに夢中
になっただけ」と話す。また、オリンピックに
出場したことで、「同じ興味を持つ友人と
出会い、世界レベルのコミュニティができ
て良かった」という。西口さんは、「自然界
がすべて原子でできているという事実に
衝撃を受け、化学に興味を持ちました。

分子の構造など、化学は美しいと感じま
す」と受験勉強の息抜きにも化学の本を
読むほど。母の美絵さんによると、「特別
な英才教育などはしていません。昆虫図
鑑や恐竜など、小さい頃から興味のある
ものに集中して取り組む性格でした」と述
懐する。
　ともに「将来は研究者などとしてその
道に携われたら」と語った。
　なお二人とも、各オリンピックでの功績
が認められ、スポーツや文化等で優秀
な成績を上げた兵庫県下の私立学校
生らに贈られるマロニエ賞も昨年12月
に受賞した。

地

甲陽学院高の生徒
地学＆化学で金銀メダル

　なお箕面市では、2017年から使い切っ
ていないスプレー缶もそのままごみとして
出すことができる。これは誤ったガスの抜き
方が火災につながる恐れがあるためで、
回収後に市が安全に中身を出し切ってか
ら処理している。
　ボタン電池は時計やゲーム機、補聴器
などに使われている電池で、厚みのある
小さなボタンのような形をしている。電器
店やスーパーなどの専用ボックスで回収
している市が多いが、ボタン電池同士が
接触すると発熱、破裂の恐れがあるため、
正しい分別が必要だ。

　正しいごみの出し方を知ろう

アスプレーや殺虫剤などのス
プレー缶やカセットボンベには
可燃性のガスが含まれている

ため、屋内でガスを抜くのは非常に危険。
缶に穴を開けて廃棄する場合は、給湯
器など火気のない風通しのよい屋外で
ガスを出しきってから開けるよう、各市で
は呼びかけている。缶の種類によって正
しい抜き方が異なるため、分からない場

合は市の担当課に相談を。ボタン電池は
1個ずつセロハンテープなどで絶縁し、電
池同士が接触しないようにする。また、ボ
タン電池に似た形状の「リチウムコイン電
池」がある。水銀が含まれていないため、
市によっては一般の不燃ごみと一緒に捨
てることができるが、ボタン電池との正し
い区別が必要だ。ボタン電池は厚みがあ
るのに対し、リチウムコイン電池は硬貨の
ように平らで少し大きい。型式記号にCR
およびBRが含まれているので、しっかり
見分けて処理しよう。

実証実験の様子。
LINE上に被害状況
の写真を送ることも
できる。

阪商工会議所は新規事業とし
て体験型イノベーション・ショー
ケース「Ex-CROSS（エクス-ク

ロス）」を企画・運営することとなった。この
事業は、スポーツと最先端技術、さらに音
楽ライブを融合させた体験型のイベントで、
参加者はイベントで展開されるアクティビ
ティを楽しみ、体験し、実際に触れることが
できる。また企業は、スポーツ×テクノロジー
×音楽などエンターテインメントの新しいビ
ジネスの可能性を実際に体感できるものと
している。
　今回、一般参加可能・入場無料（体験
は一部有料）のプレイベントを2019年2月
22 日（金）、23 日（土）の2日間、グランフ
ロント大阪 うめきた、SHIPホール、うめきた
UMEDAI ガーデンにて実施することが決
定した。内容は、カンファレンスやイベント参
画企業によるプレゼンテーションに加え、ス
ポ ーツクライミング 、デジタル 卓 球

「PONG!PONG!」、サイレントヨガ、大阪エ
ヴェッサによるパフォーマンスのほか、サイ

クルサッカーやインラインスケート、パラスポ
ーツ等も実施する。
　また、本事業のキックオフカンファレンス
として、スポーツ庁長官の鈴木大地氏を招
いたクロストークセッションを開催。スポーツ
庁が目指すスポーツ産業におけるイノベ
ーションプラットフォームの構築や産業拡
大に向けた戦略を紹介する。  

大

体験型イノベーション・ショーケース
「Ex-CROSS」が開催

「大阪エヴェッサ」のプロモーションを
展開。大阪エヴェッサによる３人制バ
スケットボールDEMO プレーや一般参
加可能なプログラムなどを実施予定。

（上）2年生の大野智洋さん。
受賞後は、地学オリンピック出
場者のOB会に所属して活動
に参加し、交流を深めている。

（左）3年生の西口大智さん。
気づけば15時間、化学の勉
強に没頭していたこともあると
いう。

7階建て建物での
訓練の様子。

工 事を終えた
ヨドコウ迎 賓
館の外観。

［日時］ 2019年2月22日（金）11時～19時
　　　　　　　　23日（土）10時～19時

［会場］ グランフロント大阪 うめきたSHIP ホール、
   　　 うめきたUMEDAI ガーデン（大阪市北区大深町）

［主催］ 舞洲スポーツ振興事業推進協議会
   　　 （舞洲プロジェクト）
   　　 うめきた２期みどりとイノベーションの
   　　 融合拠点形成推進協議会

　回目となるラーメンEXPO
（主催：シティライフ）は2018年
11月30日～12月25日（金土日祝、

25日の火曜日）の14日間、万博記念公園
のお祭り広場で開催した。
　出店するラーメン店は「自称、日本一ラ
ーメンを食べた男」として雑誌やテレビな
どで活躍する大崎裕史さん（（株）ラーメ
ンデータバンク取締役会長＝東京都目黒
区）はじめ、ラーメンブロガーがオススメ
する40店。北海道から九州までの人気
店が各週10店登場し、伊勢海老やカニ、
甘エビ、ウニなどで出汁をとった個性的な
ものから、とんこつ、みそ、白湯などの本
格派まで、各店趣向を凝らしたラーメン

が並んだ。今回は新しい試みとして、ラー
メン1杯を800円から650円に、2杯セットな
ら1杯600円に変更し、量も少なめにして
食べ比べしやすいように変更。結果、来
場者からは「いろんなラーメンが食べ比
べしやすい」と好評で、前回より多くの来
場者で賑わった。
　ラーメンの他に初開催の「さばEXPO

（第1週）」と「ギョーザEXPO（第2～4
週」、「ロハスフェスタ蚤の市」、音楽Live
や「よしもと漫才劇場」、夜には毎年恒例
の「イルミナイト万博（主催：万博記念公
園マネジメント・パートナーズ）」も開催さ
れ、冬の万博記念公園は例年にない盛
り上がりを見せた。
　2019年はさらにパワーアップして開催
できるよう、新企画も盛り込む予定だ。
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ラーメンEXPO2018
開催レポート

1月の 後は3月に
開催予定。料金は
昼 食 付 きで１回
8,580円～9480
円。問い合わせ先：
078-362-7174

（神戸新聞旅行社）

昨年12月、北海道札幌市で発生した爆発火災事故。室内で大量のスプレー缶のガス抜き作業を行い、ガスが充満した部屋で
給湯器を使用したことが発火の原因とされている。同11月には吹田市山田北の量販店で大規模火災が発生。廃棄前のボタン
電池同士の接触によって出火したと見られている。これら以外にも、スプレー缶のガス抜き作業やボタン電池の接触による火災
は頻発している。不注意や認識不足が大きな事故に繋がる恐れがあるため、適切な処理を行うことが大切だ。

ス

ヘ

スプレー缶とボタン電池などのごみの出し方

スプレー缶

中身
穴

収集日

収集方法

使い切れず中身の
残っているスプレー缶

市での回収
市での回収

担当課
電話

使い切る

カセットボンベ・スプレー缶
（燃えないごみ）

他の燃えないごみとは分け、
カセットボンベ・スプレー缶だけ
を指定袋に入れて

していない
燃えないごみ

078-322-6434

使い切る

神　戸 芦　屋

開けない

その他燃やさないごみ

「スプレー缶や卓上ボンベ類」
のみを入れた袋に

その他燃やさないごみ
その他燃やさないごみ

環境施設課
0797-32-5391

使い切る

西　宮

開けない

燃やさないごみ

ごみステーションの
青いコンテナに

西部総合処理センター
（0798-22-6600）へ持ち込み

中身の抜き方は各メーカーに
問い合わせる

していない
燃やさないごみ

美化企画課
0798-35-8653

参考：ボタン電池（ＳＲ：酸化銀電池、ＰＲ：空気電池、ＬＲ：アルカリボタン電池と表記）、リチウムコイン電池（ＣＲまたはＢＲと表記）
※1 電器店などの回収ボックスに入れる

開ける※2

ボタン電池※1

リチウムコイン電池

お住まいの区の環境局の
事業所に相談

環境局 事業部 業務課

【 サイバー攻撃の特徴 】
○ 攻撃の実行者の特定が難しい
○ 攻撃の被害が潜在化する傾向がある
○ 国境を越えて実行可能

○ パソコンの基本ソフトやウイルス対策ソフトなどを常に最新の状態にしておく。
○ 見覚えのないメールのリンクをクリックしたり、添付ファイルを安易に開いたりしない。
○ USBメモリを利用する際はこまめにウイルスチェックを実行する。
○ 類推されるおそれのある簡単なパスワードを設定しない。

【 サイバー攻撃の手口 】

【 対策 】

攻撃対象のコンピュータに一斉に大量のデータを送信してサービス提供を不能にする
「DDoS 攻撃」や、不正プログラムに感染させ、意図しない動作をさせるものがある。
不正プログラムに感染させる手口として標的型メール攻撃が国内でも多く発生している。

※2 2020年度から収集車を平置きタイプに切り替えるため、穴を開けずに出す方法に変更予定

今回からラーメ
ン 2 杯 セット
1,200円（手
頃なサイズ）に
改 定し、食べ
比べをしやすく
した。


